
No.１２００３年１２月号奄美ニューズレター

■島唄スケッチ

公開シンポジウム_新しい奄美世界の創出一
日時：２００４年１月３１日（士）

９時半会場１０時開始

場所：奄美サンプラザホテル
入場無料

究は少なくない。けれども、それらの研

究の多くは、地元の政策的な関心との交

差が十分なされているわけではなく、調

査者側の意図に沿って一方的な調査がな

され、研究の終了後に報告書が送られて

くるだけに終わってはいなかっただろう

か。

近年、鹿児島大学では、多島圏研究セ

ンターや離島講座を中心にして島喚研究

に積極的に取り組み始めている。私たち

は、これまでの研究の蓄積を踏まえなが

らも、これからの奄美を含む南西諸島研

究では、次のような点が重要ではないか

と考えている｡第一に､地域のなかで営々

と蓄積されてきた地元の研究や声を吸収

すること。そして地元の人々との協働の

なかで新たな研究を確立していくことで

ある。第二に、南西諸島をはさんで南北

に位置する鹿児島と沖縄の大学関係者が、

南西諸島研究を媒介に知的交流を行うこ

とである。

本シンポジウムは、以上のような意図

の下に鹿児島大学全学総合プロジェクト

としてスタートした「島嗅圏開発のグラ

ンドデザイン」が主催する最初の公開シ

ンポジウムである。新しい奄美世界の創

出に向けて、地元との交流を踏まえた新

たな知的交流が始まる機会になればと考

える。

奄美はいま、ひとつの岐路にたってい

る。岐路を前にする奄美に対して、学術

研究機関は何ができるのだろうか。この

ような問題を地域の人々と一緒になって

考え、そして行動することの可能性をさ

ぐることが今まさに求められているので

はないのだろうか。

復帰５０年という節目を迎えた奄美に

は、全国から様々な関心が寄せられた。

そして、黒糖焼酎や島唄、相次ぐ長寿者

の輩出など、いくつかのトピックにも脚

光が当たっている。その半面、これまで

の特別措置法に依存した開発のあり方が

問われてもいる。さらにまた、昨今の市

町村合併をめぐる動きのなかで、奄美全

体が大きく揺れ動いている。このような

なかで、今後の奄美のあり方を見据え、

奄美を活』性化していくにはどのような方

向性がありうるのだろうか。考えられう

るいくつもの方向性のなかから、何をど

のような判断基準で選択すればよいのだ

ろうか。

選択をするのは奄美の人々である。そ

の際、選択の前提として、基礎的な学術

情報にアクセスする環境の整備を行うこ

とも不可欠だろう。奄美は、しばしば沖

縄との共通性を指摘される。しかし、複

数の大学が存在する沖縄に対して、奄美

ではそのような学術研究機関が存在しな

い。もちろん、奄美を対象にした調査研
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○第１部

研究討論会-奄美研究の過去・現在・未来一（１０：ＯＯ－１２：００）

皆村武一（鹿児島大学）・堂前亮平（久留米大学）・前利潔（知名町役場）

○第２部

研究討論会一島喚圏開発をめぐる諸問題（１３：ＯＯ－１５：００）

北村良介（鹿児島大学）・上田不二夫（沖縄大学）・坂田裕輔（鹿児島大学）

○第３部

■総合シンポジウム（１５：１５－１７：４５）

○基調講演

“復帰５０周年,,を終えた奄美と大学の役割

永田行博（鹿児島大学長）

○奄美研究と奄美開発の接点

パネリスト：迫田昌（鹿児島県企画部長）

叶芳和（拓殖大学教授）

菌博明（環境ネットワーク奄美）

コーディネーター：山田誠（鹿児島大学教授）

主催：鹿児島大学大学院人文社会科学研究科博士後期課程

鹿児島大学全学総合プロジェクト（｢島喚圏開発のグランドデザイン｣）

後援：奄美群島広域組合

問い合わせ先：鹿児島大学大学院人文社会科学研究科事務室
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